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科学研究費補助金について

平成２０年３月
文部科学省研究振興局学術研究助成課

資料1
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○科学研究費補助金
◆戦略的創造研究推進事業
（社会技術研究開発事業（公募型）を含む）
○科学技術振興調整費
○グローバルＣＯＥプログラム
○２１世紀ＣＯＥプログラム
○世界トップレベル研究拠点プログラム
○キーテクノロジー研究開発の推進
○地球観測システム構築推進プラン
○原子力システム研究開発事業
◆先端計測分析技術・機器開発事業
◆革新技術開発研究事業
◆独創的シーズ展開事業
◆産学共同シーズイノベーション化事業
◆重点地域研究開発推進プログラム
◆地域結集型研究開発プログラム等

【新規】
◆科学技術発展基盤整備事業
○政策や社会の要請に対応した人文・社会科学研究推進事業
○人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進

事業
○海洋資源の利用促進に向けた基盤ツール開発プログラム
○原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ

文部科学省の競争的資金の一覧文部科学省の競争的資金の一覧

平成20年度

 

平成19年度

 

予算案

 

予算額

1,932

 

（1,913）
503   (  486)
15(内)    （

 

12）内
338     (  368)  
340      (  158)
39

 

（

 

220）
71 (   35)

193         (  160)
4         (    6)
59      (   52)
55       (   48)
8         (   17)
81       (   90)
22         (   18)
94    （

 

83）
29      （

 

35）

5 （ ー）
1         (   ー)
4         (   ー)

4         (   ー)
5         (   ー)

文部科学省の競争的資金の推移文部科学省の競争的資金の推移

（億円）

※運営費交付金中の推計額を含む

その他

科学研究費

補助金

戦略的創造研究推

 

進事業（社会技術

 

研究開発事業（公

 

募型）を含む）

科学技術

振興調整費

平成20年度予算案

 

379,249百万円
平成19年度予算額

 

369,040百万円

文

 
部

 
科

 
学

 
省

 
の

 
競

 
争

 
的

 
資

 
金

競争的資金の拡充等による研究開発の推進

◆「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」（平成19年2月15日大臣決定）などを踏まえて、研究費の管理・監査体制の整備を進める。

 
◆

 

研究費の効果的・効率的配分に向けて、「府省共通研究開発管理システム」を運用。

 

◆「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」（平成19年2月15日大臣決定）などを踏まえて、研究費の管理・監査体制の整備を進める。
◆

 

研究費の効果的・効率的配分に向けて、「府省共通研究開発管理システム」を運用。

研究者の研究費の選択の幅と自由度を拡大し、競争的な研究開発環境の形成に貢献するとともに、イノベーション
の種となる多様な基礎研究を推進する科学研究費補助金等の競争的資金の拡充を図り、研究開発の推進とイノベーシ
ョンの創出を図る。

研究者の研究費の選択の幅と自由度を拡大し、競争的な研究開発環境の形成に貢献するとともに、イノベーション
の種となる多様な基礎研究を推進する科学研究費補助金等の競争的資金の拡充を図り、研究開発の推進とイノベーシ
ョンの創出を図る。

（億円)

○は文部科学省、

 

◆はJSTの運営費交付金
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○研究費の有効活用
・補助金の不正使用の防止
・研究活動の不正行為の防止
・研究費配分における無駄の排除

○科研費の弾力的使用

○科学技術基本計画

 

（閣議決定）

“競争的資金の拡充”
“間接経費３０％の早期実現”
“若手研究者支援”

○経済財政改革の基本方針２００７（閣議決定）

“競争的資金の拡充”

“間接経費３０％の早期実現”
“若手研究者支援”

○長期戦略指針イノベーション２５

 

（閣議決定）

“若手研究者の自立支援”
“ハイリスク研究の推進”
“競争的資金の拡充”

“間接経費30％の早期実現”

○平成２０年度の科学技術に関する予算等の

資源配分の方針（総合科学技術会議）
“多様な基礎研究等への競争的資金の拡充”
“若手研究者支援”
“間接経費30％の早期実現”
“新分野開拓等の挑戦的な研究へ向けた競争的資金
の拡充”

科

研

費

の

拡

充

と

改

革

◎ 年度間繰越の活用促進

◎ 不正使用防止策の推進
・経理管理・監査実施状況報告書の応募要件化
・機関管理の体制強化
・ルールの徹底

 

等

◎ 電子システム化の推進

科学研究費補助金の拡充と改革
革新的な学術研究を支援する科学研究費補助金の拡充

平成20年度予算案

 

：

 

193,200百万円
（平成19年度予算額

 

：

 

191,300百万円）

◎若手研究者育成・支援の拡充

 

（５６億円増）
○私立大学や地方国立大学が多く申請する「若手研究(Ｂ)」、

「若手研究(スタートアップ)」に新たに３０％の間接経費を
措置

 

（４９億円）

○特に優れた若手研究者の自立を促進するための「若手研究
(Ｓ)」を充実

 

（７億円）

◎新学術領域研究の新設

 

（５３億円増）

○新たな領域を開拓する「新学術領域研究」を新設

◎その他の費目の見直し

 

（△９０億円）

○既存の研究種目の転換・統合等による必要な見直し
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研究種目 配分割合

２２％若手研究（Ｂ）

２６％若手研究(ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ)

１４％全種目

※平成１９年度実績

研究種目 研究費規模 未措置の間接経費

× 特定領域研究 約 ～ 万円 ８２億円500 1,000
× 萌芽研究 万円以下 １３億円500
× 特別研究促進費 約 ～ 万円 １億円500 1,000
× 特別研究員奨励費 年間 万円以下 １５億円150

【若手研究者育成・支援の拡充】

 

５６億円

○私立大学や地方国立大学が多く申請する「若手研究(Ｂ)」、「若手研究(スタートアップ)」に新たに
３０％の間接経費を措置

 

（４９億円）

○特に優れた若手研究者の自立を促進するための「若手研究(Ｓ)」を充実

 

（７億円）

科学研究費補助金の平成２０年度予算案のポイント

◆

 

間接経費未措置の研究種目

４９億円

－多様で革新的な学術研究の推進－

例）：私立大学の配分金額の割合

平成20年度予算案

 

：

 

193,200百万円
（平成19年度予算額

 

：

 

191,300百万円）

【「新学術領域研究」の新設】

 

５３億円

○新たな領域を開拓する「新学術領域研究」を新設

「特定領域研究」

▲４３億円

 

転換・統合→

 

「新学術領域研究」
「学術創成研究費」

▲１０億円

５３億円

※１

 

新領域の例：再生医工学、環境ガバナンスなど

【その他の費目の見直し】

 

△９０億円

○既存の研究種目の転換・統合等による必要な見直し

（→5年以内に新種目に転換）

研究種目 研究費規模 未措置の間接経費

若手研究(B) ４４億円○ 万円以下500
若手研究(ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ) ５億円○ 年間 万円以下150

◆

 

今回新たに間接経費を措置する研究種目

※２

 

従来に比して、私立大学、地方国公大学の参加促進、人文・社会科学分野の振興に配慮し、

応募金額の下限を引き下げ、採択件数の増を図る。

1,900百万円増

3



5
研研

 

究究

 

種種

 

目目

 

のの

 

趣趣

 

旨旨

基盤研究（Ｓ）

原則５年

 

5,000万～２億円程度

＊独創的・先駆的研究の格段の発展

基盤研究（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）

３～５年

 

（Ａ）

 

2,000～5,000万円

（Ｂ）

 

500～2,000万円

（Ｃ）

 

～500万円

＊研究者個人の独創的・先駆的研究

研究者の自由な発想に基づく研究の多様性の確保

若手研究者の自立支援

若手研究（Ａ）
２～４年

 

500～3,000万円

若手研究（Ｂ）
２～４年

 

～500万円

若手研究（Ｓ）

 
５年

 

概ね3,000万円

～１億円程度

若手研究（ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ）

 
２年

 

年間150万円以内

特別研究員奨励費

 
３年以内

 

年間150万円以内

特別推進研究

３～５年

 

制限なし

 

（5億円程度）

＊国際的に高い評価を得ている研究

萌芽研究

１～３年

 

～500万円

＊意外性のある芽生え期の研究

新領域の形成、挑戦的研究

新学術領域研究※

異分野連携等による新領域

 
形成や挑戦的研究などの推

 
進

〔研究領域提案型〕

 

５年

年間1,000万～3億円程度

共同研究等による新領域形

 
成や領域の格段の進展

〔研究課題提案型〕

 

３年（評

 
価により2年延長）

年間1,000万円程度

従来の分科・細目区分を超え

 
る新興・融合分野の研究

研研

 究究

 費費

 のの

 規規

 模模

 ／／

 研研

 究究

 のの

 発発

 展展

国際的に評価の高い研究の推進

特別研究促進費※

＊実験的試行、緊急研究

注１：※印を付した研究種目の審査
は文部科学省が担当。

注２：青字の研究種目には間接経費
が未措置。

注３：赤字の研究種目には間接経費
を平成20年度より措置。

平成１９年度応募採択状況
（新規＋継続）

応

 

募：

 

１３１，６００件
採

 

択：

 

５６，４００件
採択率：

 

４２．８％
（新規）

応

 

募：

 

９９，４００件
採

 

択：

 

２４，２００件
採択率：

 

２４．３％
19年度予算額

 

１，９１３億円
20年度予算案

 

１，９３２億円

科学研究費補助金の研究種目
 （平成２０年度）

特定領域研究※

〔領域〕

 

３～６年

年間2,000万～6億円

 

【新規募集停止】

〔公募〕

 

１～２年

 

400 
万円程度

学術創成研究費

【新規募集停止】

５年

 

年間7,000万円程

 

度
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